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 保健福祉企画総務課長 様 

 

                                                 新病院整備運営課長 

 

 

岡山市くらしやすい福祉のまちづくり設計支援委員の 

意見等について（報告） 

 

 下記施設整備事業について、平成24年5月25日岡山市くらしやすい福祉のまちづくり

設計支援委員（以下「委員」という。）に意見を聴いた結果を報告します。 

 

記 

                      

事 業 名 

（整備概要） 

（仮称）岡山総合医療センター整備事業 

委員からの意見 委員の意見に対する回答 

●１Fのエスカレーターの幅について2人用

はつかないか。 

 

●エレベーターは車椅子対応で音声もつけて

欲しい。 

●１、２階の多目的トイレの手すりが左はね

あげ、右はねあげで分けているが、階ごとに

両方ない理由は何か。 

●洗面台、ベビーシート、オストメイト等の

配置がバラバラである。 

 

●１F西の採尿用トイレは車椅子が入るか。 

 

●２F東多目的トイレは車椅子が回るか。は

ねあげをしたときに洗面台が邪魔になるので

は。 

●多目的トイレのペーパーホルダーが手すり

につくものも検討してはどうか。 

 

 

→エスカレーターは１人用。介助者が同伴す

る場合はエレベーターを利用していただき

たい。 

→エレベーターは車椅子対応になっている。

音声は検討する。 

→扉の開き勝手等でこのようになっている。

階ごとに左右のＬ型手すりが付くよう検討

する。 

→トイレ自体の大きさと便器の前のスペー

スを広く取るため、形状はそれぞれに考えて

配置している。 

→スペース自体は広く取ってあり、車椅子で

の利用は可能である。 

→車椅子の軌跡を確認して配置しているが

再度確認する。 

 

→検討する。 

 

 

 



●１F西多目的トイレの入口附近のベビーシ

ートは倒したままだと車椅子が入れないこと

がある。 

●多目的トイレにベビーチェアはないのか。 

●ユニバーサルシートが内視鏡エリアにはあ

るが、誰でも使えるものはないか。 

●トイレの扉を開けなくてもどんな設備があ

るのか分かるように出来ないか。 

●一般トイレの中も手すりが欲しい。 

 

●一般トイレのブースに引き戸があったほう

がいい。 

●多目的トイレの手すりの左右の勝手を良く

検討し、逆勝手のトイレがどこにあるか明示

して欲しい。 

●４階に多目的トイレはあるか。 

●１階の東・西エントランスから中央エレベ

ーターまで及びトイレ等への視覚的な案内が

ない。 

●タクシーで来た場合に東側の受付までの点

字ブロック等がない。 

●２階も中央エレベーターまで点字ブロック

を引いて欲しい。 

●視覚障害者が、スタッフに頼らず動けるよ

う、施設全体の計画をして欲しい。弱視の人

には各階フロア仕上げの色を変える等配慮し

て欲しい。音声による案内も考えて欲しい。 

●各部のドアは、ガラスか。 

 

 

●２階西側の再来機まで点字ブロック対応を

して欲しい。 

●２階西側にも自動清算機を設置できない

か。 

●廊下に手摺は付くか。 

●手摺は２段ではないのか。 

●せめて、階段だけでも２段にするべきでは。 

●手摺の端部に点字の案内は付くか。（手摺

の端部表示・室名表示） 

 

 

→貼紙、巡回等で防いでいく。 

 

 

→一般トイレのブース内で対応している。 

→大きなスペースが必要になるが、他にも可

能かどうか検討する。 

→触知板・大きく分かり易いサイン等で対応

する。 

→一般便所にも手すりはついている。 

 

→検討する。 

 

→手摺の勝手については、各階に一箇所ずつ

になるように検討する。明示についても、サ

イン計画の中で検討する。 

→エレベーター横にある。 

→東側からのアプローチは、保健医療福祉連

携部門の受付へアプローチでき、そこからは

人的対応。西側からは検討する。 

→検討する。 

 

→検討する。 

 

→全体のサイン計画、誘導計画をしっかり考

えていきたい。場所や方向を認知しやすいよ

うに内装やサイン計画を検討する。 

 

→施設利用者が使う部分は普通の引き戸で

ある。自動ドア等ガラスの部分は衝突防止の

措置を行う。 

→出来る方向で検討する。 

 

→セキュリティの関係も含め難しい。 

 

→手摺は付く。 

→全体を２段にするのは難しい。 

→検討する。 

→手摺の端部表示は考えている。室名表示は

検討する。 

 

 



●各階のエレベーターホールに点字の案内板

を設置して欲しい。 

●東・西の出入口に視覚障害者向けのチャイ

ムを付けられないか。 

●１階のエントランスに車椅子置場はない

か。 

●車椅子を置く場所は点字ブロックの上など

にならないように。 

●車椅子用の駐車場を東側の現在広場になっ

ているあたりに作れないか。 

●ホットパーキングを車椅子用駐車場とは別

に検討して欲しい。 

●病院２階へ駅から直結するデッキは将来予

定とあるが、是非つないで欲しい。 

●３階にも多目的便所が必要ではないか。 

●聴覚障害者向けの防災ライト等は考えてい

るか。 

●色分けでは使える階段が少ないように感じ

るが。 

 

 

●使える階段までのアプローチには点字ブロ

ックを設けて欲しい。 

●１階にも授乳室を設けて欲しい。 

●総合案内のカウンターは車椅子に対応して

いるか。 

●３階のリハビリまでは点字ブロックを設け

るべきでは。 

●園芸福祉士などの制度もあり、院内の緑化

等を進めることは患者のリハビリにもなる。 

 

●東側に車椅子駐車場が難しいのであれば、

床仕上は車椅子がスムーズに進める材質で考

えて欲しい。 

●階段の段差は分かりやすくして欲しい。 

 

●階段のドアで一般の利用者が入れない（開

かない）部分は分かりやすく表示して欲しい。 

 

●階段には分かりやすく大きい字で階数表示

をして欲しい。 

→全体のサイン計画の中で検討する。 

 

→検討する。 

 

→図面上表示はしていないが、車椅子を置く

スペースは考えている。 

→そのように考える。 

 

→出入り口の関係上難しい。 

 

→車椅子用駐車場とは別に検討する。 

 

→その方向で各部局と調整中である。 

 

→その方向で検討する。 

→全体の防災計画・避難計画の中で必要であ

れば検討する。 

→光庭横の階段は１～３階まで全て使える。

中央エレベーターホール横の階段、西側の階

段は色は付けていないが、入れる階に制限を

付けて使えるように検討したい。 

→検討する。 

 

→検討する。 

→ハイ＆ローカウンターで車椅子に対応し

ている。 

→検討する。 

 

→屋内・屋外含めて、出来る限りの緑化は進

めて、療養環境に配慮して設計を進めてい

く。 

→そのような材料で検討する。 

 

 

→ノンスリップの色等分かりやすくなるよ

う検討する。 

→検討する。 

 

 

→サイン計画の中で分かり易い表示を考え

る。（手摺の点字共） 



●病棟のエレベーターホールからスタッフス

テーションに行く通路には扉があるのか。邪

魔にならないか。 

●病院の入口に入る部分は分かりやすくして

欲しい。 

●案内図では、トイレについて、どこにどの

ようなトイレがあるのか（ベビーシート・オ

ストメイト・手摺の左右勝手等）分かるよう

なものが欲しい。 

●駐輪場のスロープと歩行者の通路が同じル

ートにあるのは危険である。 

●子供用のトイレが全体に少ないと思う。手

洗いの高さ等も含めて検討してはどうか。 

●全体の案内計画等は大きく分かり易いもの

にして欲しい。 

●補助犬はどこまで入れるか。 

 

 

●補助犬が入れない部分での預かりの方法に

ついては。 

●案内等スタッフの研修は十分にして欲し

い。 

→扉はあるが、昼間は開放している。 

 

 

→分かりやすくなる方法を検討する。 

 

→サイン計画の中で、良い方法を検討する。 

 

 

 

→安全性について検討する。 

 

→検討する。 

 

→サイン計画の中で大きく分かり易いサイ

ンを検討する。 

→基本的には現市民病院と同等で、クリーン

度等で入れない部分もあるが、病棟等には入

れる。 

→今後の運用の中で検討する。 

 

→案内等スタッフの研修は十分にする方向

で検討する。 

 

 

 

 

 


